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;.!二のものに対し/てほ裾Jト亡採川さJしるにうモノ)た水力では
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ンピュータを刊川したデータロカ''-が多数の火ノJ発′心i什な
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征機ではサンゾ＼′一式が井･.附こ搾及したことが最近の紺署

な価向て≠‥て, そ ご7〕うち 一部の輸入■1Jlを除いてことごと

ノil損料′1…川†によ/-)て製作された.なお圧疋速度の向上と,

机皮の高座化により制御方式もきわめて高度なものが要
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然出川入れられるものと考･えられる.
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い廿十のデーーービ′しカーは120両まで枯見川された.′

耗某機仙二おいては化′､7::亡
,製鉄l.iミ･】係の設備拡充に作

=幾端折′山‡に人きくL冊ノミした11辟化､7‥ぷl叶1二場川とL
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FJノし,二とさ上1(~),0001ユー3/■■■h,6,00nlllニソ11などの大形のもの

か数多･く財′卜され.また二項'友術の将来はさ拉に発展する

ものとろ`えられる
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ヒーーr--ケに紺.合わせるのに最も政利な形式とL,データロ

ガーあるいはプロセスコントローノしに便川されるもので今

後の計測一帯の進わべき大きな領域となるであ/)う‥電二〃朗

徴鏡ほ凧川川としてさ仁一Jに改良さJt,7ノリカをほし､め省

い三にj去り川され,ll-【′二期ノ｢所の輸=製.1Jlの･√二〉として広く

HJ!i封▲-∬している

通い機帯にお十てはクロスノミ交換機の汁及が大いに進

ヱ人､その佃1rミ化に付い滝滝公社の大形のものより,′J､容;.;:

無/＼=のものまでこのノノ式のものが採川されるようにな′1
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作された...いずれも標準化され■L.申に-j手

械としてのみでなく,t業川にもJムく利川され,l■l動

制御,電力の負荷胤甥,列･いイi動制御′こ†iにすでに`ノミ=1化さ
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生産がおわれ,またルームクーラーがニー､激にJ■】.■∫川‖し./㌢後も
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力が注がれ今後この方面にも人さ烏用那-Jlがもたれている.■_･,

また近年特に l産日動車の増加=こ什∴,て,`iE装ヒj】-.1-のr.㌔.;一要

が急増L,またその性能のl｢り仁か要求されて,設備い拙臆

や研究の整備がなされた.こて

電線でほアル 被細線の開発かあった∴.肌.1L圧は技術の

艮隼〝)研究紬~県によるもので,これほ長拝聞送電新川J,耐

食地目,ふるいは配電瀾川通信線川にまで好適なもので,
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鉄釦腔-j係r･′さは如拙鉄の製造をスエーデンS.K.B.社と技

柚是携を子~巨､,11ゝ二/二釧釘安来⊥場でその設備の建設に着手,

また1■壬生鉛j罠.設備に引き続き真空潜解設備を宗成L,高級
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も署二し∵高ま1,今後の尻手力の開発,電子工学の工業化

などよぎ),`京庭`L庄一;(11■-1の改良に至るまで,総合技術の成果

をあけて,広く濡:要1rl盲各位のご要り=ここたえ,また国際≠

場に伍して.1｣本町臥裾こも大きく`#与することを期待L

研隼を追反るにさ1-トてい･-)そうの果情せあらたにするもの

である.｡J




